
金
滞
古
蹴
志
巻

十
二
傘
に
融
制
せ
た
る
越
犬
山
の
歌
を
.
高
楽
家
に
越
中
と
註
せ
し
類

た
る
ぺ
し
。
さ
て
本
丸
の
地
は
、
貸
廃
五
年
幕
府
の
閤
目
附
よ
り
等

聞
の
答
書
に
、
本
丸
廻
五
町
拾
六
間
也
と
あ
り
。
但
し
此
の
書
出
方

を
考
ふ
る
に
、
本
丸
は
東
丸
も
一
一
緒
に
友
し
、
櫓
・
庫
倉
・
門
数
等
を

載
せ
た
れ
ば
、
本
丸
廻
五
町
拾
六
聞
は
、
本
丸
・
東
丸
爾
曲
輸
を
合
併

し
て
の
関
数
友
ら
ん
か
。
倫
遁
致
す
ぺ
し
。
叉
本
丸
の
高
さ
は
、
金

城
深
秘
録
に
、
卯
辰
山
の
高
さ
五
十
一
問
、
本
丸
よ
り
四
十
一
間
高

し
。
本
丸
よ
り
卯
辰
山
ま
で
拾
五
町
拾
問
也
と
し
、
此
の
間
敏
夫
明

七
年
御
城
代
よ
り
城
中
之
給
圃
修
援
方
に
渡
さ
れ
し
時
、
寂
し
置
き

た
る
間
数
た
り
と
記
載
す
。
右
卯
辰
山
の
高
さ
に

τ
比
較
す
る
時

は
、
本
丸
の
高
さ
地
上
よ
り
拾
問
た
り
と
聞
ゆ
。
賢
に
此
の
間
数
共

れ
以
前
測
量
家
の

E
細
に
取
調
べ
た
る
も
の
欺
、
い
ま
だ
鮮
か
た
ら

・
?
。
予
安
政
元
年
能
登
園
遊
歴
の
時
.
鳳
至
郡
穴
水
に
至
り
長
家
の

故
城
跡
を
二
見
せ
し
花
、
穴
水
大
町
村
の
土
人
誘
引
し
、
此
の
裁
は

岩
立
城
と
も
白
藤
裁
と
も
呼
び
.
て
、
高
さ
海
面
よ
り
十
丈
許
、
金
津

城
本
丸
の
高
さ
と
凡
そ
同
じ
と
い
へ
り
。
叉
慶
隠
元
年
越
中
園
射
水

郡
氷
見
漣
遊
躍
の
時
、
菊
池
氏
の
故
披
阿
尾
の
城
跡
を
一
覧
す
る

に
、
阿
尾
の
邑
人
誘
引
し
、
此
の
城
は
金
滞
城
本
丸
よ
り
五
開
高
し

l
i
t
u
f
i
e
s
-
-
1
1
1
1
 

怠
る
谷
川
に
て
身
を
滞
め
、
洞
穴
に
飽
居
し
、
沼
健
を
黛
供
し
て
病

病
を
祈
鰭
し
、
薄
商
を
祈
請
す
と
稽
し
、
誘
引
の
信
者
に
種
々
附
舎

の
虚
官
を
示
し
、
甚
だ
し
き
に
至
り
て
は
、
一
脚
託
と
て
閥
陰
よ
り
異

た
る
音
盤
を
裂
し
、
腕
縞
を
告
げ
て
益
‘
信
を
取
ら
し
め
.
移
多
の
金

銭
を
食
る
事
多
年
・
な
り
き
。
然
る
に
明
治
六
年
懸
鹿
よ
り
右
山
中
の

淫
洞
を
破
却
す
ぺ
き
皆
を
建
せ
ら
れ
‘
星
人
甚
だ
恐
怖
せ
り
と
い
へ

ど
も
、
戸
長
鯨
命
を
奉
じ
悉
く
破
却
せ
し
が
、
共
の
後
も
倫
登
山
範

居
す
る
事
今
陀
絶
え
宇
と
い
へ
り
。
h
a

も
ふ
に
文
徳
賢
鎌
仁
詩
二
年

一
一
月
壬
成
藤
原
高
島
の
卒
停
に
、
天
長
四
年
春
授
=
従
五
位
下
二
拝
a
美

濃
介
ゴ

xhk.
席
回
都
有
=
妖
要
共
鍵
将
行
暗
吸
v
心
.
一
一
種
滋
莞
民

被
a
毒
害
吋
古
来
長
吏
皆
懐
=
恐
怖
二
小
E

敢
入
=
共
部
吋
高
島
単
騎
入
v
部。

迫
昌
捕
共
類
↓
一
時
酷
飼
“
曲
v
A
A
無
回
復
敬
心
之
毒
吋
と
あ
る
。
是
等
の

古
例
に
で
も
黒
壁
山
の
忍
術
賞
に
悪
む
べ
し
。
又
年
譜
に
云
ふ
。
賓

永
二
乙
酉
年
間
凶
月
金
揮
披
中
に
嶋
蛇
頴
る
。
或
日
一
疋
は
本
丸
下

堀
上
の
路
漣
に
出
願
す
。
共
の
容
鉢
大
概
長
さ
閲
丈
許
‘
色
白
し
。

一
疋
は
石
川
一
・
二
之
門
石
垣
下
に
出
願
す
。
色
背
く
光
あ
り
。
共
の

首
獄
に
似
た
り
と
云
ふ
。
按
宇
る
に
和
名
紗
に
、
納
蛇
文
字
築
時
一
宮
。

純
音
務

d

和
名
仁
之
木
倍
美
白
蛇
文
如
a
漣
銭
錦
-
也
と
。
又
一
冨
。
排
蛇

金

滞

古

蹟

志

巻

.、、・

と
云
ひ
停
へ
た
り
と
い
へ
り
。
三
州
志
故
櫨
考
K
.
阿
尾
誠
海
面
よ

り
城
地
高
き
事
十
七
丈
。
頭
註
に
云
ふ
。
享
保
二
年
の
上
書
K
.
阿

尾
誠
高
き
事
十
八
丈
三
尺
と
あ
り
と
い
へ
り
。
金
津
城
本
丸
の
高
さ

倫
遁
考
す
ぺ
し
。

。
本
丸
之
偉
鼠

奮
停
に
云
ふ
。
本
丸
の
地
は
昔
松
木
生
ひ
茂
り
、
頗
る
腿
所
に
て
、

種
々
の
怪
異
あ
り
し
が
、
欝
藩
組
大
納
言
利
家
卿
入
城
、
本
丸
の
地

に
居
舘
し
給
ふ
頃
、
魔
を
制
し
て
石
川
郡
黒
壁
山
へ
移
住
す
べ
き
皆

を
示
し
給
ふ
故
K
・
夫
れ
よ
り
黒
壁
山
を
ば
世
人
魔
所
と
す
o'
黒
壁

山
は
石
川
郡
宮
樫
の
郷
内
三
小
牛
村
の
持
山
に

τ
‘
今
も
世
俗
魔
所

と
し
.
陵
務
前
は
老
松
鍍
茂
し
て
、
絵
山
の
松
は
伐
採
す
と
い
へ
ど

も
、
黒
壁
の
松
は
伐
採
を
禁
じ
た
り
。
然
る
に
駿
藩
の
後
は
、
三
小

牛
の
邑
民
悉
〈
伐
取
り
た
り
。
従
前
は
遊
山
人
た
E
狼
り
に
登
山
す

れ
ば
、
必
宇
種
々
の
暴
鐙
あ
り
し
話
ど
も
、
子
v
今
磁
れ
り
。
怪
異
の

虚
貨
は
不
v
詳
と
い
へ
ど
も
.
彼
の
山
中
に
洞
穴
を
諮
り
、
石
浩
の
小

闘
を
置
き
紳
鍵
の
銀
坐
所
と
す
。
此
は
金
津
居
住
の
亙
或
は
修
験
抵

の
悪
徒
等
が
元
と
榔
へ
た
る
も
の
に
て
、
彼
等
の
徒
霊
異
痢
穏
な
る

よ
し
を
云
ひ
振
ら
し
、
頑
愚
の
人
を
勤
め
.
彼
の
地
へ
誘
引
し
、
麓

集
名
苑
云

e

航
跡
菅
葬

d

和
名
夜
寓
加
々
智
。
見
a
内
典
吋
一
蛇
之
最
大
也
。

と
あ
れ
ば
、
彼
の
出
願
せ
し
も
蝶
蛇
な
ら
ん
か
。
ヤ
マ
カ
。
、
チ
は
今

云
ふ
。
ヤ
マ
カ
グ
と
呼
ぺ
る
も
の
た
る
ぺ
し
。
思
ふ
に
往
昔
尾
山
の

芝
山
た
り
し
比
よ
り
住
み
居
た
る
蛇
な
る
事
知
ら
れ
け
り
。
=
一
州
志

来
因
概
見
附
録
に
一
宮
ふ
。
貸
永
二
年
間
四
月
.
本
丸
監
上
之
路
，
白
蛇

腕
挺
而
臥
"
長
可
a
間
一
丈
↓
叉
石
川
門
越
続
石
下
。
背
蛇
山
川
v
首
。
如
=
犬

猫
↓
並
皮
鰐
有
v
光
.
此
後
亦
有
T

見
-
「
之
金
城
中
-
者
~
古
来
相
停
。
背
白

二
蛇
是
雌
雄
。
卸
鑓
城
紳
也

e

又
賓
暦
九
年
.
薪
丸
議
問
。
有
司
有
v
耳
有
v

足
之
蛇
吋
在
直
士
底
見
v
之
云
，
此
事
難
昌
惟
競
而
恥
昌
宏
子
之
競
吋
景
周

此
集
a
醤
録
中
所
v
職
者
-
併
附
。
と
有
り
。
平
次
按
守
る
に
、
武
家
耳

底
記
K
.
能
登
聞
鹿
島
郡
焦
飯
山
に
大
き
成
る
楠
有
り
て
、
廻
り
は

大
竹
薮
也
。
是
に
主
あ
り
と
て
‘
此
の
山
の
側
議
り
へ
は
人
行
か
歩
。

利
家
卿
入
部
せ
ら
れ
、
此
の
事
を
聞
召
し
、
我
此
の
度
国
主
と
し
て

愛
に
至
る
。
我
が
領
分
に
他
の
主
あ
ら
ん
や
。
是
を
退
治
す
べ
し
と

て
、
巡
り
の
竹
薮
に
火
を
か
け
焼
き
立
て
ら
れ
し
に
、
楠
に
火
移
り
、

三
日
の
閑
焼
け
た
り
け
り
。
山
岳
大
い
に
震
動
し
、
絡
に
楠
焼
け
倒

れ
た
り
。
人
々
打
寄
り
見
つ
る
に
、
大
蛇
焼
死
し
て
居
れ
り
。
彼
の

臼
骨
を
、
七
尾
の
町
人
の
中
に
取
侮
へ
て
所
持
す
る
者
あ
り
。
渡
り




